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ミニたまむし   NO.390     2010.1.19     グループ多摩虫 

              

12 月恒例のセリ会報告他 
セリ会は様々な出品物 84 点があがり、50 数名の参加を持って楽しく行われた。 
総売上￥184600 となり、そのうち 20％が会に寄付納入となりました。ご参加の皆様、進行スタッフの

皆様ありがとうございました。 
なお、皆様の希望が多いので 6 月のセリ会も継続の方針で調整することとなりました。ご協力も含めま

して何卒よろしくご了承方お願い申し上げます。 

 
昨年はクロマダラソテツシジミが関東でも広く発生し大賑わいとなりましたが、中国地方や近畿地方で

はルリウラナミシジミの発生も確認され、静岡県のサツマシジミや大阪府のカバマダラも継続発生しま

した。南の蝶がどんどん北上しております。今年は関東地方に何がくるかの予測もつきません。クマソ

の継続発生はあるのかも含めまして注意して見守る必要があるかと思います。 
1/15 関東地方の農家でモンシロチョウの羽化が確認されたとの話を聞きました。これも相当早い発生で

すよね。ここ 2～3 日は寒いですが全体として暖冬気配ですのでどうなりましょうか？ 

 
昨年 12/29 に足慣らしを含めて高尾山に行ってきました。高尾博物館の跡地はきれいに整地されなにか

新しいものができるようです。博物館があった当時は裏庭でミスジの幼虫が見られ、松田先生のウラギ

ンシジミの越冬状態観察のもととなったよいツバキの木がありましたが、皆なくなりさびしいものとな

りました。なお付近のモミジをかなり見ましたがミスジは発見できませんでした。 
山頂付近のブナを調査しましたが、フジは 3 卵しか確認できませんでした。高尾のフジは 10～15 年周

期で大発生することが知る人ぞ知るの定説？となっております。前回は 5 年前に大発生があり、すぐ 2
～300 卵確認できたとのことですので、5 年後か 10 年後にはまた大発生があるかと思います。 
下りながらキジョランを見て歩きました、食痕の穴あきはたくさんありましたが幼虫は皆無でした。 
もう皆蛹になったとするには一寸早いと思いますが、幼虫の見当たらない原因はつかめません。 
暮れも押し迫っているのにハイカーの多いこと多いことにびっくりしました。日本人もそんなにあくせ

くせず余裕があるのか、風流な人が増えたのか、はたまた暮れの雑用から逃げ出してきているのかはわ

かりませんが並みの数ではありませんでした。 

 
＊ 2010 年度の会費徴収の時期となりました。3 月末日までの納入にご協力方宜しくお願い申し上げま

す。一応仮会員の形で 6 月末日まで猶予期間を設けてありますが、未納の方は 7/1 付けで認定退会

となりますので宜しくご承知おきください。 

 
＊ 住所変更 
  田根 徹 〒572-0004 大阪府寝屋川市成田町 24-15 T: 072-833-0411  HT: 080-6611-7807 
       なお、コンスダースララットさんも同上の住所となります。 
  石 雅和 〒913-0052 福井県坂井市三国町運動公園 1-4-85 T.F: 0776-97-6122 
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＊ 会誌 NO.54 が出来上がりました。1 月例会で配布、以降の発送となります。宜しくご承知おきくだ

さい。 

 
＊ 7 月例会は会場の都合により 7/27（第 4 火曜日）となります。お間違いなきよう宜しくお願い申し

上げます。 

 
＊ 新聞紙上より 

 
 
 

      

 
 
 
 



 

 3 

                      

                     
  
 
 
 
 



 

 4 

   
 
 
       

  


